
しろさと議会だより　№45 8

町
政
を
問
う

一般質問今回３名が質問し、
その要約を掲載しました。

小林　祥宏　議員…‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９

　・行政の執行について

　・道路整備について

　・産業の振興について

　

藤咲　芙美子　議員… ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10

　・町の医療体制について

　・災害避難について　町民への周知を

　・やまゆり荘の閉館

鯉渕　秀雄　議員…‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11

　・子育て支援策の充実について

　・通学路の整備について

　・行政改革について

《お詫びと訂正》
　議会だより44号で誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。

　　15Ｐ　誤：異動　　正：移動
　　17Ｐ　誤：機械　　正：機会
　　17Ｐ　誤：移動　　正：異動
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小

林　

環
太
平
洋
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
対

す
る
考
え
は
。

町

長　

経
済
安
定
対

策
と
し
て
、
飼
料
米
転

換
へ
の
補
助
や
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
等
の
活
用
を

考
え
て
い
る
。

小

林　

基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
へ
の
取
り
組

み
は
。

町

長　

Ｊ
Ａ
・
地
元

生
産
者
と
協

力
し
、
地
産

地
消
の
推
進

を
し
、
町
内

の
道
の
駅
・

物
産
セ
ン
タ

ー
等
を
活
用

し
、
販
路
拡

大
を
図
っ
て

い
く
。

小

林　

那

珂
川
沿
岸
農

業
水
利
事
業
の
現
状
は
。

国
営
か
ん
が
い
排
水
事

業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

事
業
の
変
更
ま
た
町
の

事
業
は
。

町

長　

終
了
目
標
年

度
が
平
成
36
年
度
に
変

更
。
畑
地
総
合
事
業
と

し
て
26
年
度
粟
地
区
、

27
年
度
磯
野
地
区
で
座

談
会
を
開
催
し
て
い
る
。

小

林　

町
長
に
就
任

し
て
１
年
２
ヵ
月
後
の

取
り
組
み
状
況
は
。

町

長　

北
方
小
学
校

を
茨
城
県
の
埋
蔵
文
化
セ

ン
タ
ー
と
す
る
事
業
で
、

工
事
も
業
者
も
決
ま
り
新

た
な
施
設
が
出
来
る
。

小

林　

28
年
度
の
重

点
施
策
は
。

町

長　

桂
中
の
体
育

館
、
七
会
の
国
保
診
療
所

の
建
て
替
え
を
重
要
事

業
と
し
て
考
え
て
い
る
。

小

林　

28
年
度
当
初

予
算
の
見
込
み
は
。

町

長　

桂
中
体
育
館

で
６
億
円
以
上
、
七
会

診
療
所
で
１
億
数
千
万

円
、
全
体
予
算
と
し
て

８
億
円
く
ら
い
多
く
な

る
見
込
み
。

小

林　

人
事
関
係
に

つ
い
て
。
定
年
退
職
者

と
新
規
採
用
の
バ
ラ
ン

ス
は
。

町

長　

本
年
は
退
職

者
12
名
、
新
採
を
現
在

６
名
予
定
し
て
い
る
。

小

林　

ス
タ
ン
ス
と

し
て
基
本
的
異
動
の
期

間
は
。

町

長　

在
職
３
年
く

ら
い
が
基
本
と
思
っ
て

い
る
。

小

林　

職
員
の
信
頼

関
係
の
中
で
意
思
の
疎

通
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

町

長　

指
摘
の
通
り

し
っ
か
り
と
図
っ
て
い

く
。

〈町長〉	今後も着実に進めていきたい。
小
こば や し

林　祥
よ し ひ ろ

宏　議員

行政の執行について

早期開通が待たれる県道阿波山徳蔵線バイパス

城里町産の商品が並ぶ

小

林　

県
道
阿
波
山

徳
蔵
線
バ
イ
パ
ス
の
進

捗
状
況
は
。

町

長　

現
在
全
体
の

74
％
の
執
行
で
あ
る
。

来
年
度
は
、
未
着
手
区

間
８
４
０
ｍ
の
用
地
を
着

工
す
る
。
全
面
開
通
は

未
定
で
あ
る
。

小

林　

こ
の
事
業
は

長
い
年
月
が
経
過
し
て

い
る
。
国
、
県
に
働
き

か
け
早
期
完
成
を
願
う
。

町

長　

早
く
全
面
開

通
で
き
る
よ
う
、
国
、

県
に
対
し
予
算
の
要
望

を
行
っ
て
い
く
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

《
町
長
》

全
面
開
通
に
向
け
、
予
算
の
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

《
町
長
》

農
業
経
営
安
定
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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町の医療体制について

藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

〈町長〉	病院の誘致活動は行っていきたい。

藤

咲　

こ
の
町
に
は

夜
間
診
療
、
救
急
診
療

の
受
診
で
き
る
所
が
な

く
、
赤
ち
ゃ
ん
や
高
齢

者
が
夜
間
急
に
具
合
が

悪
く
な
っ
た
時
、
身
近

に
受
診
で
き
れ
ば
と
、

不
安
を
抱
え
て
い
る
。

医
療
体
制
は
町
づ
く
り

の
根
本
で
あ
る
が
、
町

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町

長　

お
金
を
出
せ

ば
つ
く
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
医
師
や
看
護
師

の
確
保
が
必
要
で
、
公

立
病
院
の
運
営
が
行
政

の
能
力
と
し
て
難
し
い
。

藤

咲　

行
政
の
情
報

の
公
開
が
な
け
れ
ば
危

険
を
認
識
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
全
世
帯
に

配
布
し
周
知
が
必
要
だ
。

総
務
課
長　

指
定
地
区

の
み
配
布
し
て
い
る
。

藤

咲　

防
災
無
線
は

方
向
に
よ
っ
て
聞
こ
え

な
い
地
区
が
あ
り
、
避

難
情
報
が
入
ら
な
い
。

改
善
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

町

長　

宅
内
放
送
、

屋
外
放
送
、
携
帯
電
話

の
情
報
発
信
色
々
組
み

合
わ
せ
て
町
民
に
伝
わ

る
よ
う
に
す
る
。

藤

咲　

避
難
場
所
へ

の
誘
導
看
板
、
2
〜
3

ヶ
国
語
入
の
道
路
標
識

が
必
要
で
あ
る
と
思
う

が
。

町

長　

指
定
避
難
場

所
30
ヶ
所
中
13
ヶ
所
標

識
板
設
置
済
み
、
誘
導

看
板
は
来
年
度
検
討
し

て
い
く
。

藤

咲　

備
蓄
品
の
整

藤

咲　

超
高
齢
社
会

の
現
状
で
や
ま
ゆ
り
荘

の
役
割
は
ま
す
ま
す
大

切
。
老
人
の
趣
味
や
生

き
が
い
・
外
出
す
る
機

会
を
保
障
し
て
く
れ
る

役
割
が
あ
る
。
町
民
に

喜
ば
れ
て
お
り
、
Ｈ
26

年
度
は
７
０
３
３
人
の

利
用
者
が
あ
っ
た
。
こ

の
施
設
は
閉
館
す
べ
き

で
は
な
い
。
も
っ
と
利

用
者
の
意
見
を
聞
く
べ

き
で
有
り
、
残
し
て
ほ

し
い
施
設
だ
。

町

長　

町
内
60
人
程

度
の
利
用
で
、
年
１
２

０
０
万
円
の
費
用
を
60

人
で
割
る
と
、
一
人
当

た
り
20
万
円
。
健
康
な

お
年
寄
り
に
使
う
こ
と

が
続
け
ら
れ
な
い
。
ホ

ロ
ル
の
湯
を
充
実
さ
せ

て
ホ
ロ
ル
の
湯
で
受
け

入
れ
て
い
く
。

災
害
避
難
に
つ
い
て　

町
民
へ
の
周
知
を

《
町
長
》

い
く
つ
か
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
、
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

や
ま
ゆ
り
荘
の
閉
館

《
町
長
》

施
設
の
集
約
化
を
図
り
、
限
ら
れ
た
予
算
を

活
用
し
て
い
く
。

閉館されるやまゆり荘

浸水ハザードマップ

指定避難場所  桂中学校

防災行政無線設備

備
は
き
ち
ん
と
管
理
さ

れ
て
い
る
の
か
。
各
支

所
に
も
い
ざ
と
い
う
時

は
必
要
だ
。

町

長　

役
場
の
防
災

倉
庫
に
食
品
類
８
種
類
、

毛
布
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

他
、
水
１
６
０
人
分
３

日
間
の
確
保
し
て
い
る
。

支
所
に
は
毛
布
を
整
備

し
て
い
る
。

藤

咲　

災
害
弱
者
と

言
わ
れ
る
人
た
ち
の
把

握
と
避
難
誘
導
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か

町

長　

社
会
福
祉
施

設
等
と
福
祉
避
難
所
と

協
定
の
締
結
を
進
め
て

い
る
。
防
災
訓
練
も
実

施
し
て
い
る
。
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子育て支援策の充実につ
いて

鯉
こい ぶ ち

渕　秀
ひ で お

雄　議員

〈町長〉	事業の見直しで捻出した財源を積極
的に打ち出していく。

鯉

渕　

子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
支
援
が
最
重
要

で
あ
る
。
城
里
町
誕
生

10
周
年
記
念
事
業
の
中

で
、
地
元
高
校
生
に
よ

る
町
の
活
性
化
策
に
対

す
る
提
案
が
あ
っ
た
。

保
育
料
の
軽
減
を
早
期

に
実
現
さ
せ
、
定
住
人

口
の
増
に
期
待
、
28
年

度
、
第
１
子
の
半
額
化
、

第
２
子
の
無
償
化
に
約

３
、３
０
０
万
円
の
財
源

が
必
要
と
な
る
が
、
段

階
的
な
無
償
化
に
対
す

る
考
え
方
は
。

町

長　

第
２
子
の
保

育
料
の
無
償
化
は
１
、

３
０
０
万
円
で
出
来
る
。

町
と
し
て
は
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
の
為
、

段
階
的
な
保
育
料
の
負

担
の
軽
減
を
計
画
的
に

導
入
し
て
い
き
た
い
。

通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て

《
町
長
》

速
や
か
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

鯉

渕　

常
北
小
学
校

と
常
北
中
学
校
へ
の
通

学
路
で
あ
る
、
青
山
地

内
消
防
詰
所
よ
り
常
北

中
学
校
ま
で
の
約
８
百

メ
ー
ト
ル
が
未
整
備
と

な
っ
て
い
る
。
整
備
に

向
け
現
在
の
進
捗
状
況

は
。

町

長　

地
権
者
か
ら

計
画
の
了
解
を
取
り
年
度

内
で
現
地
測
量
を
終
了
さ

せ
路
線
測
量
、
用
地
測
量

を
年
度
内
に
発
注
す
る
。

地
権
者
と
の
合
意
の
上
、

速
や
か
に
整
備
を
進
め

る
。

鯉

渕　

庁
内
組
織
機

構
は
、
旧
常
北
町
の
組

織
機
構
を
採
用
し
十
数

年
を
経
過
、
こ
の
間
、

教
育
委
員
会
の
制
度
の

改
革
、
農
業
委
員
会
制

度
の
改
革
等
環
境
の
変

化
が
あ
る
。
改
革
に
は

痛
み
も
伴
う
が
、
今
後

の
行
政
運
営
に
は
攻
め

の
姿
勢
も
重
要
、
と
同

時
に
職
員
の
意
識
改
革

も
必
要
、
十
年
後
の
町

づ
く
り
を
考
慮
さ
れ
た

庁
内
組
織
機
構
に
改
編

さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い

が
。

町

長　

地
方
分
権
時

代
に
対
応
し
た
簡
素
で

効
率
的
な
財
政
運
営
及

び
町
民
に
開
か
れ
た
行

政
運
営
を
進
め
る
組
織

機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、

合
理
的
で
効
果
的
な
行

政
運
営
を
進
め
る
為
、

全
庁
的
な
組
織
改
編
を

行
い
た
い
。

行
政
改
革
に
つ
い
て

《
町
長
》

全
庁
的
な
組
織
改
編
を
行
い
た
い
。

改良を計画している町道


